
































































































































































造に責任を持つ会社はKellogg Company, U.S.と呼ばれる。 Kellogg























































































(NationalCommission on Food Marketing)は58のシリアル生産者たちを調査し
たが，そのうち24社が20万ドル以上の売上高であったと報告している。そ
の後，1971年にこの業界に参入して1975年の売上高が100万ドルであった





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ング実践に関する公聴会｣(Hearings on the nutritionalcontent of dry breakfast




６人の反対証言が提示された。以下, A. R. B.チョエイトの証言内容，
Ｂ．メーカー側の反対意見を代表して，ケロッグ社およびナビスコ社の意
見を代弁したF. J.ステアー(Frederick J.Stare)の証言内容，Ｃ．その補足
資料として提示されたケロッグ社会長L. C.ロール(L. C. Roll)の見解に
ついて，順次明らかにしておこう。
　Ａ．ロバート・Ｂ・チョエイト(Robert Ｂ. Choate)の証言内容





























































































































































































































































































































































































































　ハーバード・スクールの栄養学部(the Department of Nutrition,Harvard






















































































学部(the Departmentof Nutritionand Food, CollegeofHome Economics)の前学
部長で名誉教授である。われわれの情報によると，マット博士の研究に関
する情報提供の過程で，チョエイト氏はマット博士やロビンソン博士と出
会ったということであり，チョエイト氏の証言には，1968年にマクミラン
社から刊行されたロビンソン博士の著書『標準栄養学の基礎理論』(Funda-
mentalsofNormal Nutrition)からの引用も多い。
　ケロッグ社は，製品の多様な形態，風味，原料素材，パッケージなどを
考慮しつつ，栄養価の高いものを提供することが真の貢献であると考えて
いる。そのような多様性は，人間の食欲が，多様な味，多様な食慾，多様
な風味，多様な刺激を求めることによる。したがって，多様なシリアルを
提供することが，それに含まれている栄養の摂取を促進することにもなる。
かくして，例えばケロッグ社の「ライス・クリスピー」は栄養の質に加え
て軽さとパリパリ感で知られ，「スペシャルＫ」は過重蛋白質，「プロダク
ト19」はビタミンと鉄分の強化，「コーンフレーク」は栄養とコーン風味
で知られている。
　チョエイト氏は，食品の価格が高いという問題に関心を持っているよう
であるが，われわれも，あらゆる人々と同様にこの問題に強い関心を持っ
ている。しかし，われわれの見解は彼の結論とは異なっている。われわれ
は，今日でも母親たちが，栄養価の高い「コーンフレーク」を僅か６セン
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図表12　ケロッグ社製２ブランド対タマゴの栄養価比較表
卜で子供に与えることに，苦痛どころか喜びを感じていると確信している。
６セントというのは，ケロッグ社の「コーンフレーク」１オンスとミルク
４オンスを合計した金額である。チョエイト氏は，米国農務省がシリアル
は比較的低価格な食品であると繰り返し指摘したことを引用していない。
ＲＴＥシリアルが，適正価格で十分な栄養価を提供できることに疑いを持
つなら，付属図表（図表12を参照）によって，それは払拭されるべきであ
る。この図表12は，10セントで購入できるケロッグ社製の２つのシリアル
の栄養価と卵の栄養価を比較したものである。」
　（3）ＦＴＣによる「子供向けテレビ広告」訴訟
　栄養問題への関心の高まりは，ＦＴＣ（連邦取引委員会）の解体に繋がりか
ねない論争への進展を示すものとなった。キャンディ，砂糖入りシリアル
などの過度の消費からくる長期の場合の害について，児童がまどわされて
いるのではないかとの懸念から児童用広告の調査がなされ, FTCは1978
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年，「販売目的を理解できないほど，あるいは広告を理解できないほどに
幼い子供たちに向けたテレビ広告の禁止」を求めた法制定要求訴訟を起こ
した。このいわゆる「子供向けテレビ番組(Kid-vid)」訴訟は，マスコミ，
シリアル企業，玩具メーカー，その他子供向け広告に年間６億ドルを賭け
ている業界からの嵐のごとき抗議を捲き起こした55）。
　以下において，この問題のその後の展開について検討しておくことにし
よう。
　A. FTCによる「子供向けテレビ広告」規則策定手続きの開始:1978
年４月27日
　ＦＴＣは，「子供向けテレビ広告を制限する規則」（‘‘Kid-vid rule”）の策定
手続きを1978年４月27日に開始したが，その後の日程については，以下の
ように決定していた。すなわち，1978年10月24日までに「立法化のための
公聴会」での発言内容を文書で提出すること，同「公聴会」は1978年11月
６日にサンフランシスコで開催し，同年12月16日にワシントンＤＣで終了
すること，1979年１月15日までに「提案され議論される問題についての公
聴会」で発言を希望する者は書面による意見を提出すること，同「公聴
会」は1979年４月２日に開催すること，そして制限規則に関する「スタッ
フ・レポート」を1979年７月27日に公表すること等である56）。
　この“Kid-vid rule”の作成手続きを開始したＦＴＣの決定は，子供向け
重甘味製品のテレビ広告について規則策定を要求した２つの請願の検討に
よる。まずＦＴＣは1977年４月６日，「子供テレビ協会」(ActionforChildren's
Television.このＡＣＴは，子供向けテレビ番組の改善を目的として組織された非営
利団体で，マサツセッツに本部がある）から，「テレビでの菓子製品の広告を
禁止する取引規制規則の公布を要求する請願」を受けた。すなわちその内
容は，（ａ）その広告の主たる対象が子供であり，（b）午後９時以前であり，（ｃ）
聴衆の半分以上が子供である番組，に関するものであった。
　次いで, FTCは1977年４月26日，「公共利益科学センター」(Center for
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